
外国にルーツをもつ人の人口が増加基調にある日本において多文化共生が
謡われて久しいが、そもそも多文化であることはどのように体験・解釈さ
れ、また、多文化であるという環境に起因する課題はいかに理解され、乗
り越えられてきたのだろうか。この問いを発し、そして応じるにふさわし
い街が、新宿である。新宿は極めて豊かな文化的多様性を有し、日本社会
の多文化化を先取する。本講演会には、その新宿とライフサイクル論に知
悉する研究者であり、かつ実践者である二名の専門家が登場する。｢ライフ
サイクル」という生活に即した視座から、多文化都市・新宿を語る。

関西医科大学看護学部・大学院看護学研究科教授。博士（人
間科学）。著書に『在日外国人の高齢者保健福祉に関する研
究』（2020年）など。新宿生まれ、新宿育ちの在日コリアン3
世。看護師、保健師、介護支援専門員。
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第７回　筑波大学TEACHオンライン講演会

「多文化都市・新宿の過去と現在と未来：
 ライフサイクルの視座」

李  錦 純
り　　　　くん　　すん

大東文化大学名誉教授。博士（学術）。著書に『多文化都市・
新宿の創造：ライフサイクルと生の保障』（2015）や共編著
『多文化「共創」社会入門：移民・難民とともに暮らし、互いに
学ぶ社会へ』（2016）など。移民政策学会理事、日本島嶼学
会理事などを歴任。多文化社会研究会理事長やNPO法人太
平洋協力機構顧問を務める。

講　師 川村 千鶴子
かわ　むら　　 ち　　ず　　こ

明 石 純 一（筑波大学人文社会系教授・TEACH運営委員長）

2023年
3月22日水16時～18時

筑波大学筑波キャンパス
人文社会学系棟A520
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主　　催：筑波大学TEACHプログラム（国際日本研究学位プログラム/国際公共政策学位プログラム）
申込方法：QRコードまたはTEACHウェブサイトから申し込みフォームにアクセスし、必要事項をご入力ください。
　　　　　申し込み締切：3月20日㈪　12時
連 絡 先：teach.tsukuba.iajs@japan.tsukuba.ac.jp
　　　　　TEACHウェブサイトURL（http://teach.hass.tsukuba.ac.jp/）

開催
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